
■
議
案
第
89
号
■

筑
西
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

■
議
案
第
81
号
■

筑
西
市
体
育
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

答答
現
在
の
管
理
方
法
、
貸
出
方
法
は
引

現
在
の
管
理
方
法
、
貸
出
方
法
は
引

　　

��

き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
改

き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
改

善
で
き
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
協
議
を

善
で
き
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
協
議
を

重
ね
た
う
え
で
、
利
用
者
や
団
体
に

重
ね
た
う
え
で
、
利
用
者
や
団
体
に

説
明
し
、
変
え
て
い
く
こ
と
は
考
え

説
明
し
、
変
え
て
い
く
こ
と
は
考
え

ら
れ
る
。

ら
れ
る
。

問問��

仕
様
の
見
直
し
に
よ
り
経
費
削
減
と

仕
様
の
見
直
し
に
よ
り
経
費
削
減
と

あ
る
が
、
人
件
費
を
減
ら
す
こ
と
に

あ
る
が
、
人
件
費
を
減
ら
す
こ
と
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
恐
れ
は
な
い

よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
恐
れ
は
な
い

の
か
。

の
か
。

答答��
事
業
者
に
は
人
件
費
は
下
げ
ず
に
、

事
業
者
に
は
人
件
費
は
下
げ
ず
に
、

で
き
る
だ
け
企
業
努
力
に
よ
っ
て
収

で
き
る
だ
け
企
業
努
力
に
よ
っ
て
収

入
を
増
や
す
取
組
を
増
や
し
て
も
ら

入
を
増
や
す
取
組
を
増
や
し
て
も
ら

い
た
い
と
話
を
し
て
い
る
。

い
た
い
と
話
を
し
て
い
る
。

問問��

体
育
施
設
の
利
用
に
あ
た
っ
て
手
続

体
育
施
設
の
利
用
に
あ
た
っ
て
手
続

き
等
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

き
等
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

　

12
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
企
画

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件
、
議
案
11
件

（
字
の
区
域
の
変
更
議
案
１
件
、
一
部

事
務
組
合
議
案
１
件
、条
例
議
案
８
件
、

補
正
予
算
議
案
１
件
）
に
つ
い
て
審
議

し
、
請
願
第
４
号
に
つ
い
て
は
継
続
審

査
、
そ
の
他
全
て
は
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
藤
澤　

和
成　

〇
田
中　

隆
徳

　

石
嶋　
　

巌　
　

小
倉
ひ
と
美

　

増
渕　

慎
治　
　

尾
木　

恵
子

　

堀
江　

健
一　
　

榎
戸
甲
子
夫

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

　

12
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
文
教

委
員
会
で
は
、
請
願
２
件
、
議
案
８
件

（
契
約
議
案
１
件
、
指
定
管
理
者
議
案

１
件
、
条
例
議
案
２
件
、
補
正
予
算
議

案
４
件
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
議
案
第

91
号
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
、
そ
の
他

全
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◎
三
澤　

隆
一　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
柿　

美
幸　
　

津
田　
　

修

　

真
次　

洋
行　
　

仁
平　

正
巳

　

三
浦　
　

譲　
　

箱
守　

茂
樹

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

総
務
企
画
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

■
議
案
第
91
号
■

筑
西
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

引
き
続
き
審
査
が
必
要
と
判
断

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き
る
距
離
、

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き
る
距
離
、

保
護
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

保
護
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
意
見
を
踏
ま
え
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
意
見
を
踏
ま
え
、

ま
だ
精
査
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な

ま
だ
精
査
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
継
続
審
査
と

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
継
続
審
査
と

す
べ
き
と
判
断
し
ま
し
た
。

す
べ
き
と
判
断
し
ま
し
た
。

●
保
護
者
負
担
金
を
取
る
べ
き
で
は
な

●
保
護
者
負
担
金
を
取
る
べ
き
で
は
な

　

い
と
考
え
る
。

　

い
と
考
え
る
。

●
子
供
を
安
全
安
心
に
学
校
へ
通
わ
せ

●
子
供
を
安
全
安
心
に
学
校
へ
通
わ
せ

　　

��

ら
れ
る
環
境
を
提
供
す
る
べ
き
で
は

ら
れ
る
環
境
を
提
供
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

な
い
か
。

●
バ
ス
の
利
用
は
距
離
で
は
な
く
、
希

●
バ
ス
の
利
用
は
距
離
で
は
な
く
、
希

　　

��

望
者
が
全
員
乗
れ
る
よ
う
に
し
た
方

望
者
が
全
員
乗
れ
る
よ
う
に
し
た
方

が
い
い
の
で
は
。

が
い
い
の
で
は
。

問問�

近
隣
自
治
体
に
お
い
て
、
条
例
制
定

の
前
後
で
は
、
太
陽
光
発
電
設
置
件

数
の
変
化
は
。

答答
各
自
治
体
の
担
当
者
に
確
認
し
た
と

各
自
治
体
の
担
当
者
に
確
認
し
た
と

　　

��

こ
ろ
、
条
例
制
定
に
よ
る
太
陽
光
発

こ
ろ
、
条
例
制
定
に
よ
る
太
陽
光
発

電
設
置
件
数
に
影
響
は
な
い
。

電
設
置
件
数
に
影
響
は
な
い
。

■
議
案
第
92
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

◇
債
務
負
担
行
為
補
正
（
追
加
）

屋
外
照
明
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
委
託

問問�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電
気
量
削
減
の
効

果
は
。

答答��

金
額
に
し
て
年
間
１
，
２
４
０
万
円
、

金
額
に
し
て
年
間
１
，
２
４
０
万
円
、

5353
・
６
％
の
削
減
効
果
が
あ
る
。

・
６
％
の
削
減
効
果
が
あ
る
。

問問
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
及
び
設
置
箇
所

　

数
は
。。

答答
防
犯
灯
：
４
８
３
基
、
道
路
灯
：　

防
犯
灯
：
４
８
３
基
、
道
路
灯
：　

　　
������

４
０
５

４
０
５��

基
、
公
園
灯
：

基
、
公
園
灯
：
8686
基
、
街
路

基
、
街
路

　

灯
：

　

灯
：
1111
基
、
宮
山
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

基
、
宮
山
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

　

い
公
園
：
１
８
９
基
、
ス
ポ
ー
ツ
照

　

い
公
園
：
１
８
９
基
、
ス
ポ
ー
ツ
照

　

明
灯
：
４
１
５
基

　

明
灯
：
４
１
５
基

■
請
願
第
４
号
■

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
請
願

●●
納
税
の
公
平
さ
を
考
慮
す
る
と
イ
ン

納
税
の
公
平
さ
を
考
慮
す
る
と
イ
ン

　　

��

ボ
イ
ス
制
度
も
理
解
で
き
る
が
、
も

ボ
イ
ス
制
度
も
理
解
で
き
る
が
、
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
理
解
を
深
め

う
少
し
時
間
を
か
け
て
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い

て
い
き
た
い
。。

●●
早
急
に
答
え
を
出
す
の
で
は
な
く
、
肝

早
急
に
答
え
を
出
す
の
で
は
な
く
、
肝

　　

��

心
な
の
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
象

心
な
の
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
象

者
の
声
を
拾
う
こ
と
で
あ
り
、
慎
重

者
の
声
を
拾
う
こ
と
で
あ
り
、
慎
重

に
審
議
す
べ
き
で
あ
る

に
審
議
す
べ
き
で
あ
る
。。

◇
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

　
引
き
続
き
審
査
が
必
要
と
判
断

◇
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
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■
議
案
第
90
号
■

筑
西
市
宮
山
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
公
園

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
第
４
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
す
る
質
疑
と
回
答
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

問問
利
用
対
象
者
の
通
学
距
離
を
お
お
む

利
用
対
象
者
の
通
学
距
離
を
お
お
む

　　

��

ね
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
た
根

ね
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
た
根

拠
は
。

拠
は
。

答答
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
お
い
て
、

中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
お
い
て
、

　　

��

学
校
統
合
の
基
準
と
し
て
、
「
中
学

学
校
統
合
の
基
準
と
し
て
、
「
中
学

校
生
徒
に
お
い
て
は
６
キ
ロ
メ
ー
ト

校
生
徒
に
お
い
て
は
６
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
最
高
限
度
と
す
る
こ
と
が
適
当

ル
を
最
高
限
度
と
す
る
こ
と
が
適
当

と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
道
の
り
で
片
道
６
キ
ロ

と
か
ら
、
道
の
り
で
片
道
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
を
採
用
し
た
。

メ
ー
ト
ル
以
上
を
採
用
し
た
。

問問
全
体
の
件
数
と
使
用
料
の
総
額
は
。

全
体
の
件
数
と
使
用
料
の
総
額
は
。

答答��

令
和
３
年
度
末
で
２
，
１
９
０
件
、

令
和
３
年
度
末
で
２
，
１
９
０
件
、

徴
収
し
た
料
金
は
８
，
２
９
５
万
５
，

徴
収
し
た
料
金
は
８
，
２
９
５
万
５
，

２
９
２
円
。

２
９
２
円
。

◆
議
案
第
89
号
◆

筑
西
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議

案

質

疑

◎
中
座　

敏
和���

〇
稲
川　

新
二

　

國
府
田
喜
久
男　
　

保
坂　

直
樹�

　

小
島　

信
一　
　

大
嶋　
　

茂

　

秋
山　

恵
一　
　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

　

12
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
土
木

委
員
会
で
は
、
議
案
７
件
（
市
道
路
線

の
廃
止
等
議
案
２
件
、条
例
議
案
１
件
、

補
正
予
算
議
案
４
件
）
に
つ
い
て
審
議

し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

経
済
土
木
委
員
会

経
済
土
木
委
員
会

問問�

実
証
実
験
の
結
果
は
。

答答��

令
和
３
年
度
の
地
域
内
運
行
バ
ス
の

令
和
３
年
度
の
地
域
内
運
行
バ
ス
の

年
間
利
用
者
は
９
，
９
８
４
人
。
一

年
間
利
用
者
は
９
，
９
８
４
人
。
一

日
当
た
り

日
当
た
り
2727
・・
3535
人
。
一
便
当
た
り

人
。
一
便
当
た
り

約
２
人
。
道
の
駅
循
環
バ
ス
の
年
間

約
２
人
。
道
の
駅
循
環
バ
ス
の
年
間

利
用
者
数
は
１
２
，
２
０
９
人
。
一

利
用
者
数
は
１
２
，
２
０
９
人
。
一

日
当
た
り

日
当
た
り
3333
・・
4545
人
。
一
便
当
た
り
１
・

人
。
一
便
当
た
り
１
・

５
人
。

５
人
。

◇
団
地
排
水
使
用
料
徴
収
委
託

問問
「
事
業
者
は
、
隣
接
住
民
の
同
意
を

「
事
業
者
は
、
隣
接
住
民
の
同
意
を

　　

����

得得��

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、

　

同
意
が
必
要
な
理
由
は
。

　

同
意
が
必
要
な
理
由
は
。

答答
隣
接
住
民
に
対
し
、
事
業
区
域
の
周

隣
接
住
民
に
対
し
、
事
業
区
域
の
周

　　

��

辺
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
に
つ
い
て
丁

辺
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
を
行
い
、
同
意
を
取
得
す

寧
な
説
明
を
行
い
、
同
意
を
取
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
と
地
域
住

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
と
地
域
住

民
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
で
、

民
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
で
、

事
業
者
は
円
滑
な
発
電
事
業
を
行
う

事
業
者
は
円
滑
な
発
電
事
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
近
隣
住
民
に

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
近
隣
住
民
に

お
い
て
は
、
安
心
安
全
な
生
活
環
境

お
い
て
は
、
安
心
安
全
な
生
活
環
境

が
守
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ

が
守
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
事
業
区
域
の
隣
接
住
民
か

と
か
ら
、
事
業
区
域
の
隣
接
住
民
か

ら
の
同
意
は
必
要
と
判
断
し
た
。

ら
の
同
意
は
必
要
と
判
断
し
た
。

問問
応
募
数
は
。

応
募
数
は
。

答答
２
者
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

２
者
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

◆
議
案
第
81
号
◆

筑
西
市
体
育
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

問問�

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は
何
区
画
あ
る
の

か
。

答答��

1616
区
画
に
分
割
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

区
画
に
分
割
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

け
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン
パ
ー
向
け
な
ど
、

け
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン
パ
ー
向
け
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
区
画
が
あ
る
。
１
区
画

さ
ま
ざ
ま
な
区
画
が
あ
る
。
１
区
画

当
た
り
約

当
た
り
約
8080
平
方
メ
ー
ト
ル
で
車
１

平
方
メ
ー
ト
ル
で
車
１

台
、
テ
ン
ト
、
タ
ー
プ
な
ど
、
余
裕

台
、
テ
ン
ト
、
タ
ー
プ
な
ど
、
余
裕

を
持
っ
て
設
置
で
き
る
よ
う
な
区
画

を
持
っ
て
設
置
で
き
る
よ
う
な
区
画

割
を
し
て
い
る
。

割
を
し
て
い
る
。

■
議
案
第
92
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

◇
地
域
内
運
行
バ
ス
実
証
実
験
運
行
委
託

◇
道
の
駅
循
環
バ
ス
実
証
実
験
運
行
委
託

◇
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
費

補
助
金

問問�

途
中
で
離
農
し
た
方
は
い
る
の
か
。

答答��

こ
の
事
業
を
活
用
し
た
市
内
の
就
農

こ
の
事
業
を
活
用
し
た
市
内
の
就
農

者
は
者
は
4343
名
。
離
農
し
た
方
は
１
名
。

名
。
離
農
し
た
方
は
１
名
。

離
農
の
理
由
は
、
提
携
し
て
い
た
農

離
農
の
理
由
は
、
提
携
し
て
い
た
農

業
生
産
法
人
の
経
営
者
が
変
更
と

業
生
産
法
人
の
経
営
者
が
変
更
と

な
っ
た
た
め
。

な
っ
た
た
め
。

問問
選
考
基
準
は
。

選
考
基
準
は
。

答
「
答
「
筑
西
市
体
育
施
設
指
定
管
理
者
募

筑
西
市
体
育
施
設
指
定
管
理
者
募

　　

��

集
要
項
」
に
お
い
て
、
運
営
が
市
民

集
要
項
」
に
お
い
て
、
運
営
が
市
民

の
平
等
利
用
を
確
保
で
き
る
も
の
で

の
平
等
利
用
を
確
保
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
施
設
の
効
用
を
最
大
限

あ
る
こ
と
、
施
設
の
効
用
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
経
費
の

に
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
経
費
の

削
減
が
図
れ
る
こ
と
、
管
理
を
安
定

削
減
が
図
れ
る
こ
と
、
管
理
を
安
定

し
て
行
う
能
力
を
有
す
る
こ
と
の
３

し
て
行
う
能
力
を
有
す
る
こ
と
の
３

点
を
柱
と
し
、
さ
ら
に
、
指
定
管
理

点
を
柱
と
し
、
さ
ら
に
、
指
定
管
理

者
と
し
て
の
適
正
、
施
設
運
営
の
基

者
と
し
て
の
適
正
、
施
設
運
営
の
基

本
方
針
、
管
理
体
制
、
職
員
体
制
に

本
方
針
、
管
理
体
制
、
職
員
体
制
に

つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

◆
議
案
第
91
号
◆

筑
西
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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